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冬
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
年
の
瀬
は
何
か
と
忙
し

く
、
火
の
元
へ
の
注
意
も
怠
り
が
ち
で
す
。

消
防
本
部
、
消
防
署
、
消
防
団
で
は
、

今
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
「
歳

末
火
災
予
防
特
別
警
戒
」
を
展
開
し
ま
す
。

期
間
中
は
、
市
内
全
域
で
警
戒
パ
ト
ロ
ー

ル
や
広
報
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
こ
と
し

一
月
か
ら
十
月
ま
で
に
市
内
で
は
四
十
件

（
昨
年
同
期
四
十
八
件
）
の
火
災
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
主
な
火
災
原
因
は
、
①
放

火
お
よ
び
放
火
の
疑
い
②
ガ
ス
コ
ン
ロ
③

ご
み
焼
却
中
の
不
注
意
な
ど
で
す
。

火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
次
の
七
つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

①
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な

い
②
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を

し
な
い
③
コ
ン
ロ
を
使
っ
て
い
る
と
き

は
、
離
れ
な
い
④
風
の
強
い
と
き
は
、
た

き
火
を
し
な
い
⑤
子
ど
も
に
火
遊
び
を
さ

せ
な
い
⑥
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た

こ
足
配
線
は
し
な
い
⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃

え
や
す
い
物
を
近
づ
け
な
い

□問
予
防
消
防
課
�
７
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５
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万
一
の
事
態
に
備
え
、
警
戒
体
制
を
敷
く
消
防
署

【人口・世帯】〈12月１日現在〉
合計＝ 151,980人 （＋99）（ ）内は前月比
男 ＝ 75,393人 （＋37）
女 ＝ 76,587人 （＋62）
世帯＝ 55,526世帯 （＋89）
【予算】〈12月１日現在〉
一 般 会 計＝38,546,177千円
特別・企業会計＝35,225,510千円

市の人口と予算

一般報告をする眉山
市長

年末年始のごみ収集
ごみ量が増加します
一層のごみ減量にご協力を！

年末年始は、清美園へのごみ搬入が多くなり混
雑します。事故防止のため、一般家庭の「可燃ご
み」、「不燃ごみ」の直接搬入はご遠慮ください。
なお、12月31日の火曜日収集区域の「不燃ごみ」
は収集しませんので、ご協力ください。
□問清掃事務所�7154－５５０１

※健康保険証を忘れずに。
往診はしません。なお、内
科・小児科については、夜間
は医療機関が当番制で診療し
ます。当番医の確認は消防本
部�7158－0119へ
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急病の場合は休日診療所へ
診 療 日　12月29日�～平成15年１月３日�
診療場所　保健センター内休日診療所

�7155-3456（西初石４丁目、初石駅下車
徒歩約８分）

診療科目　①内科・小児科
（９時～11時30分、
13時～16時30分）
②歯科
（９時～11時30分）

（受付時間）

歳末火災予防特別警戒

警戒パトロールなど市内全域で展開
今月25日から31日まで

火
の
元
に
は
十
分
十
分
ご
注
意
注
意
を 

！ 

火
の
元
に
は
十
分
ご
注
意
を 

！ 

火
災
原
因

火
災
原
因
は
放
火
放
火
・
ガ
ス
コ
ン
ロ 

火
災
原
因
は
放
火
・
ガ
ス
コ
ン
ロ 

な 
ど 
な 
ど 

十
一
月
二
十
八
日
か
ら
開
か
れ
て
い
た
平

成
十
四
年
市
議
会
第
四
回
定
例
会
は
、
十
二

月
十
三
日
に
最
終
日
を
迎
え
、
当
初
提
案
さ

れ
た
補
正
予
算
や
流
山
市
減
債
基
金
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
議
案
九
件
お
よ

び
追
加
議
案
八
件
す
べ
て
に
つ
い
て
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
の
冒
頭
、
眉
山
市
長
は
、「
新

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
事
業
お
よ
び
地

域
融
和
施
設
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
」
な
ど
、
市
政
の
一
般
報
告
を
し
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
２
・
３
面
）

市
議
会
第
４
回

定
例
会
が
閉
会

特別収集 （火曜日収集区域の可燃ごみのみ） 
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12月 

業　務　区　分 期　日 

施　　　設　　　名 備　　　　　　　考

戸籍の届け出や緊急時は市役所守衛室�7158－1180へ

漏水などは�流山水道センター�7159－9106へ

粗大ごみ等の持ち込み時間は8時30分～11時30分、13時～

15時30分。年末は大変込み合いますので、お早めに

12月28日、１月４日は受け付けのみ行います

１月５日は臨時開館

12月23日・24日、1月13日・14日は休館。返却ボックスは12月22日15時～25日10時、

12月28日15時～1月４日10時、1月12日15時～15日10時の期間は閉鎖します

12月28日は17時までの利用となります

1月6日から10日ごろまでは混雑が予想されます

１月７日から運行（１月６日は運休）

12月30日・31日、1月4日は通夜の使用不可。1月5日は通夜の使用可

一般健康相談、水質検査、腸内細菌検査、エイズ検査、
不用犬猫引き取りについては事前に問い合わせを

28 29 30 31 1 2 3 4

土 日 月 火 水 木 金 土
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博物館

文化会館、各公民館、南流山センター

中央図書館、森の図書館、各分館

一茶双樹記念館、杜のアトリエ黎明

市民総合体育館

流山コミュニティプラザ

勤労青少年ホーム

各福祉会館

身体障害者福祉センター

老人福祉センター

児童館・児童センター

公共施設間循環バス

運転免許センター

柏駅行政サービスセンター

ウイングホール柏斎場

柏保健所
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【
平
成
十
四
年
度
流
山
市
戦
没

者
追
悼
式
】

先
の
大
戦
で
国
内
外
で
亡
く
な

ら
れ
た
戦
没
者
な
ら
び
に
戦
禍
の

犠
牲
と
な
ら
れ
た
戦
災
死
没
者
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、

恒
久
平
和
を
祈
念
し
て
、
十
一
月

十
三
日
、
文
化
会
館
で
戦
没
者
追

悼
式
を
行
い
ま
し
た
。

英
霊
の
御
霊
に
対
し
、
恒
久
平

和
の
確
立
と
市
民
福
祉
の
向
上
な

ら
び
に
豊
か
な
郷
土
流
山
の
発
展

の
た
め
、
今
後
と
も
最
善
を
尽
く

す
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

【
高
齢
者
総
合
計
画
の
進
捗
状

況
】介

護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

て
か
ら
二
年
が
経
過
す
る
と
と
も

に
、
介
護
保
険
事
業
計
画
が
三
年

ご
と
に
見
直
す
こ
と
に
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
流
山
市
高

齢
者
総
合
計
画
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

や
地
区
懇
談
会
な
ど
で
の
意
見
を

基
に
、骨
子
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。

次
期
の
介
護
保
険
事
業
計
画
に

つ
い
て
は
、
介
護
保
険
の
理
念
で

あ
る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
ウ
エ
イ
ト

を
置
い
た
事
業
の
推
進
に
努
め
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
料

に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
示
さ
れ
た

保
険
料
推
計
シ
ー
ト
で
試
算
す
る

と
月
額
三
千
円
を
超
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
現
在
ま

で
の
事
業
運
営
で
積
み
立
て
た
介

護
給
付
費
準
備
基
金
を
繰
り
入
れ

る
と
、
月
額
二
千
八
百
八
十
九
円

に
抑
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

金
額
を
基
本
に
、
福
祉
施
策
審
議

会
で
審
議
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
現
計
画
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
六
年
度
末
ま
で
に
、
現
在

「
あ
ざ
み
苑
」
で
建
設
中
の
五
十
床

を
含
め
、
三
百
床
の
整
備
を
予
定

し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
実
現
の
た
め
、
県
と
折
衝

し
て
き
ま
し
た
が
、
県
の
老
人
福

祉
計
画
と
の
整
合
性
と
の
関
係
で
、

残
念
な
が
ら
五
十
床
分
の
整
備
は
、

次
期
計
画
に
見
送
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
整
備
枠
の
確
保
に

向
け
て
、
粘
り
強
く
折
衝
し
て
い

き
ま
す
。

【
み
や
ぞ
の
保
育
園
の
新
設
】

近
年
、
共
働
き
家
庭
の
増
加
や

核
家
族
化
が
進
ん
だ
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
乳
幼
児
の
保
育
需
要
が
非

常
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
平
成
十
五
年
四
月
に

「
社
会
福
祉
法
人
　
ア
ゼ
リ
ー
」
に

よ
る
「
み
や
ぞ
の
保
育
園
」
が
開

設
す
る
こ
と
に
な
り
、
現
在
、
急

ピ
ッ
チ
で
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
場
所
は
、
み
や
ぞ
の

幼
稚
園
の
敷
地
内
で
、
定
員
は
六

十
人
で
す
。
保
護
者
の
保
育
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
が
非
常
に
多
様
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
午
前
七
時
か

ら
、
午
後
は
本
市
で
初
め
て
十
時

ま
で
の
長
時
間
の
延
長
保
育
を
主

体
と
し
、
一
時
保
育
を
は
じ
め
、

土
・
日
曜
、
祝
日
お
よ
び
年
末
年

始
等
の
休
日
保
育
等
、
画
期
的
な

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

市
は
、
こ
う
し
た
私
立
保
育
園

の
拡
充
を
支
援
し
、
引
き
続
き
福

祉
行
政
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま

す
。【

学
童
保
育
所
施
設
の
設
置
】

学
童
保
育
所
設
置
は
、
流
山
市

児
童
育
成
計
画
に
位
置
づ
け
て
、

一
小
学
校
区
一
学
童
保
育
所
の
設

置
を
目
標
に
整
備
を
行
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
十
二
学
童
ク
ラ
ブ
が

開
設
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う

ち
東
小
学
校
区
お
よ
び
向
小
金
小

学
校
区
の
児
童
が
入
所
し
て
い
る

「
た
け
の
こ
ル
ー
ム
」
に
つ
い
て
は
、

入
所
児
童
数
が
大
幅
に
増
加
し
て

施
設
が
手
狭
な
状
況
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
保
護
者
か
ら
市
に
対
し
て

分
離
設
置
の
要
望
書
が
提
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
市
で
は
、
平
成
十
五
年

度
の
学
童
保
育
所
の
設
置
に
向
け

て
、
児
童
の
安
全
面
を
最
優
先
に
、

コ
ス
ト
面
か
ら
も
、東
小
学
校
の
余

裕
教
室
の
活
用
を
検
討
中
で
す
。

【
障
害
者
基
本
計
画
の
一
部
見

直
し
】

平
成
十
年
三
月
に
策
定
し
、
平

成
十
四
年
三
月
に
見
直
し
を
行
っ

た
障
害
者
基
本
計
画
は
、
本
市
の

重
点
施
策
で
あ
り
な
が
ら
、
障
害

者
の
た
め
の
入
所
施
設
の
具
体
的

な
整
備
目
標
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
平
成
十
五
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
支
援
費
制
度
や
、

介
護
保
険
制
度
導
入
後
の
市
内
施

設
へ
の
入
所
希
望
者
が
急
増
す
る

状
況
を
考
慮
す
る
と
、
市
内
に
入

所
施
設
が
な
い
こ
と
は
、
将
来
に

大
き
な
不
安
を
残
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
福
祉
施
策
審
議
会

に
、
障
害
者
基
本
計
画
の
一
部
見

直
し
に
つ
い
て
諮
問
し
、
審
議
を

し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
十
一

月
七
日
に
、
市
内
へ
の
知
的
障
害

者
入
所
更
生
施
設
の
設
置
は
、
最

も
優
先
さ
れ
る
べ
き
施
策
で
あ
り
、

早
急
に
整
備
す
べ
き
旨
の
答
申
を

得
ま
し
た
。

今
後
、
社
会
福
祉
法
人
ま
ほ
ろ

ば
の
里
が
運
営
す
る
「
つ
つ
じ
園
」

に
つ
い
て
、
従
来
の
通
所
更
生
施

設
に
加
え
て
入
所
更
生
施
設
の
実

現
に
向
け
て
、
協
力
し
て
県
に
働

き
か
け
る
な
ど
の
努
力
を
し
て
い

き
ま
す
。

【
新
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整

備
事
業
お
よ
び
地
域
融
和
施
設
整

備
事
業
の
進
捗
状
況
】

新
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備

事
業
に
つ
い
て
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
お
よ
び
ご
み
焼
却
施
設
と

も
建
設
工
事
は
順
調
に
進
み
、
十

一
月
二
十
日
現
在
で
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
に
つ
い
て
は
約
六
十
六
パ

ー
セ
ン
ト
の
進
捗
率
で
す
。
主
要

な
プ
ラ
ン
ト
機
器
類
の
据
付
は
年

内
に
終
了
し
、
年
明
け
早
々
に
は

受
電
を
開
始
し
、
そ
の
後
、
試
運

転
に
入
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
ご
み
焼
却
施
設
に
つ
い

て
は
、
約
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
進

捗
率
で
、
十
二
月
初
め
か
ら
、
プ

ラ
ン
ト
機
器
類
の
搬
入
・
据
付
が

順
次
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

一
方
、
地
域
融
和
施
設
整
備
事

業
に
つ
い
て
は
、
土
地
利
用
お
よ

び
施
設
整
備
の
基
本
構
想
が
固
ま

っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
流
山
市
土

地
改
良
区
の
役
員
会
お
よ
び
下
花

輪
、
南
、
三
郷
の
三
自
治
会
を
対

象
に
説
明
会
を
開
催
し
、
ご
意
見

等
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
主
な

意
見
と
し
て
は
、「
利
用
料
金
に
つ

い
て
地
元
住
民
に
は
考
慮
し
て
も

ら
い
た
い
」「
地
元
要
望
の
温
水
プ

ー
ル
の
建
設
時
期
は
い
つ
頃
に
な

る
の
か
」「
く
つ
ろ
げ
る
よ
う
な
小

さ
な
和
室
を
設
置
し
て
も
ら
い
た

い
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、
可

能
な
限
り
、
今
後
の
実
施
設
計
に

反
映
し
魅
力
あ
る
施
設
と
し
、
年

度
内
に
は
発
注
を
行
い
、
平
成
十

六
年
四
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て

鋭
意
建
設
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
建
設

の
進
捗
状
況
】

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
は
平
成

十
七
年
度
開
業
に
向
け
て
、
全
線

で
工
事
が
進
め
ら
れ
、
土
木
工
事

の
進
捗
率
は
約
七
十
三
パ
ー
セ
ン

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
の
状
況
は
、
鉄
道
用
地
の

確
保
は
お
お
む
ね
完
了
し
て
い
ま

す
が
、
二
件
未
解
決
と
な
っ
て
お

り
、
鋭
意
話
し
合
い
を
重
ね
て
い

る
と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
鉄
道
工
事
に
つ
い
て
は
、

南
流
山
地
域
で
は
地
下
工
事
を
中

心
に
、
市
内
各
所
で
は
、
高
架
橋

工
事
や
切
土
工
事
が
進
め
ら
れ
、

駅
舎
工
事
に
つ
い
て
も
、
間
も
な

く
着
工
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
総
武
流
山
電
鉄
と
の
交

差
問
題
に
つ
い
て
は
、
調
停
不
調

後
、
日
本
鉄
道
建
設
公
団
と
同
電

鉄
と
の
間
に
お
い
て
任
意
交
渉
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
な
か
な

か
進
展
が
見
い
だ
せ
な
い
中
、
千

葉
県
、
首
都
圏
新
都
市
鉄
道
株
式

会
社
も
協
議
に
加
わ
り
交
渉
を
鋭

意
続
け
て
き
た
結
果
、
工
事
着
手

の
見
通
し
が
立
ち
ま
し
た
。

市 政 の 一 般 報 告市 政 の 一 般 報 告
平成14年市議会第4回定例会

一
般
報
告
が
行
わ
れ
た
市
議
会
議
場

幼稚園と同じ敷地内に建設される
「みやぞの保育園」

着々と工事が進む一般廃棄物処理施設

完成した江戸川のトラス橋

平
成
十
四
年
市
議
会
第
四
回
定
例
会
の
冒
頭
、
眉
山
市
長

は
、十
一
項
目
に
つ
い
て
市
政
の
一
般
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
項
目
は
、「
第
二
十
四
回
流
山
市
民
ま
つ
り
」「
平
成
十

四
年
度
流
山
市
戦
没
者
追
悼
式
」「
高
齢
者
総
合
計
画
の
進

捗
状
況
」「
み
や
ぞ
の
保
育
園
の
新
設
」「
学
童
保
育
所
施
設

の
設
置
」「
障
害
者
基
本
計
画
の
一
部
見
直
し
」「
新
一
般
廃

棄
物
処
理
施
設
整
備
事
業
お
よ
び
地
域
融
和
施
設
整
備
事
業

の
進
捗
状
況
」「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
建
設
の
進
捗
状
況
」

「
流
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
の
譲
渡
等
」「
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
の
進
捗
状
況
」「
流
山
市
学
校
給
食
検
討

委
員
会
の
設
置
」
に
つ
い
て
で
す
。
こ
の
う
ち
の
、
主
な
項

目
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。



（３） 平成14年12月15日（日曜日） 第１０３２号

多くの方に利用されている流山コミュニ
ティプラザ

タウンウォッチングをする、まちづくり市民協議
会のメンバー

平成15年４月１日からの自転車駐車場
（以下「駐輪場」という）の利用登録申請
を受け付けます。現在利用している方に
は「平成15年度自転車駐車場の登録手続」
のハガキを今月下旬に送付します。なお、
決定通知書と登録手数料の納入通知書は、
３月上旬に送付する予定です。

自転車自転車 
駐車場駐車場 
自転車 
駐車場 

来年4月からの
利用者の受け付け
～継続・新規利用、変更などの手続きを～

継続利用者の手続きは12月27日か
ら受け付け
（②⑪⑭以外の駐輪場の継続利用は手続き
不要）
継続利用者の受付期間は、12月27日�から平
成15年１月13日�までです。各駅と江戸川台・
新川・初石出張所に投函箱を設置しますので、
送付された「登録手続」のハガキを入れてくだ
さい（ただし、出張所での受け付けは、12月
28日～平成15年１月５日を除く１月10日�ま
で）。
【②流山駅西側第2 ⑪江戸川台駅東口（階
層式） ⑭江戸川台駅西口（階層式）の駐輪場
を希望する場合】
②⑪⑭のこれら駐輪場は利用希望者が多い
ため、抽選で決定します。送付されたハガキに

第１希望、第２希望の駐輪場名を記入し、平成
15年1月13日�までに、各駅と江戸川台・新川・
初石出張所に設置する投函箱に入れてください
（ただし、出張所での受け付けは、12月28日～
平成15年１月５日を除く１月10日�まで）。
現在、②⑪⑭を利用している方でも、継続
して利用を希望する場合は、抽選で決定します
ので手続きが必要です。なお、②⑪⑭以外の
駐輪場を引き続き利用する場合は手続き（ハガ
キ投函）不要です。
【変更のある場合】
駐輪場の変更や、車種の変更がある場合は、
手続きが必要となります。
現在利用している駐輪場から変更を希望する
場合は、ハガキに必要事項を記入（第２希望ま
で明記）し、各駅と江戸川台・新川・初石出張
所に設置する投函箱に入れてください。車種の
変更（自転車⇔原動機付自転車）をする場合は、
ハガキに変更内容を記入し、各駅と江戸川台・
新川・初石出張所に設置する投函箱に入れてく

ださい。
【登録取り消しの場合】
平成15年３月31日までで駐輪場の利用を取り
消す方は、送付されたハガキに「取り消し」
と記入し、設置された投函箱に投函してくだ
さい。
新規利用者は今月16日から受け付け
来年4月から新規で利用する方は、12月16日
�から受け付けます。
利用希望者は、各駅と江戸川台・新川・初石
出張所に備えた申請用紙に必要事項を記入し、
直接コミュニティ課へ提出するか封書で〒
270－0192流山市役所コミュニティ課へ。なお、
②⑪⑭の駐輪場利用希望者は、希望者多数の
ため抽選で決定することから、１月10日�まで
に申し込んでください。

問い合わせ
コミュニティ課�7150－6076

利用登録の手続き方法

※��、��、��、��、	
は､各々どちらか空いている駐輪場を利用してい
ただくようになります

①流山駅西側第１
②流山駅西側第２　
③流山駅東側　
④平和台駅第１※共通⑤平和台駅第２
⑥鰭ケ崎駅第１※共通⑦鰭ケ崎駅第２
⑧運河堤防
⑨運河駅第１　※共通⑩運河駅第２
⑪江戸川台駅東口（階層式）
⑫江戸川台駅東口第１
⑬江戸川台駅東口第２
⑭江戸川台駅西口（階層式）
⑮江戸川台駅西口第１
⑯江戸川台駅西口第２
⑰初石駅東側第１　
⑲初石駅東側第３
⑱初石駅東側第２
⑳初石駅西側第１
�初石駅西側第２

申請用紙で申請
申請用紙で申請（抽選）
申請用紙で申請

〃

申請用紙で申請（抽選）
申請用紙で申請

〃
申請用紙で申請（抽選）
申請用紙で申請

〃

〃　　

手続き不要
送付するハガキで申請（抽選）
手続き不要

送付するハガキで申請（抽選）
手続き不要

〃
送付するハガキで申請（抽選）
手続き不要

〃

※共通

※共通

〃　　　

〃　　　

登録自転車駐輪場 新規利用登録 継 続 利 用 登 録

登録手数料（年額）

※隣接の柏市、野田市、松戸市の居住者は、市内居住者と同額

利用登録者
金　　　額（１台につき）

市 内 居 住 者 市内居住者以外

一　　　般 3,000円
6,000円

自転車 原動機付自転車

1,500円高校生以下
6,000円

12,000円

自転車 原動機付自転車

3,000円

鰭ケ崎駅周辺 

至平和台駅 至馬橋駅 鰭ケ崎駅 

6 7 
 

至
流
山
駅 平和台駅 

平和台駅周辺 

イトー 
ヨ－カドー 

5

4

至
鰭
ケ
崎
駅 

3

1
2

流山駅周辺 流
山 

市
役
所 

流山駅 

至
平
和
台
駅 

至江戸川台駅 スーパー 
初　石　駅 

シルバー人材センター 
�初石駅東側第１ 

�初石駅西側第２ 初石公民館 

至豊四季駅 

�初石駅東側第３ 

銀行 

郵便局 

�初石駅東側第２ 

�初石駅
西側第１

 

東口 

江戸川台駅 
至初石駅 

西口 

江戸川台駅周辺 

至運河駅 

12
11 13

1614
15

運河駅 
至
野
田
市
駅 

至
江
戸
川
台
駅 

利
根
運
河 

運河駅周辺 8

9 10

部
分
が
登
録
駐
輪
場

部
分
が
自
転
車
放
置
禁
止
区
域

初石駅周辺

〃　　　

〃〃

〃

〃

〃

〃

〃　　　

〃

〃

放置自転車 
には移送通告書!!

　駅周辺の歩道や車
道などは「自転車放置

禁止区域」となっています。
放置自転車は、お年寄りや身体の

不自由な方の歩行の妨げとなります。 
　自転車は決められた駐輪場へ駐車しま
しょう。 

放置放置自転車転車をなくし 
　　快適　　快適なまちづくりを 
放置自転車をなくし 
　　快適なまちづくりを 

【
流
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

の
譲
渡
等
】

平
成
二
年
か
ら
勤
労
者
の
福
祉

の
充
実
と
勤
労
意
欲
の
向
上
を
図

る
た
め
、
市
と
雇
用
・
能
力
開
発

機
構
と
の
合
築
で
建
設
さ
れ
た
流

山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
は
、
平

成
十
三
年
十
二
月
に
、
国
に
お
け

る
「
特
殊
法
人
等
整
理
化
計
画
」

の
中
で
、
雇
用
・
能
力
開
発
機
構

が
整
理
合
理
化
の
対
象
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
平
成
十
五
年
三
月
ま

で
に
施
設
を
廃
止
す
る
か
、
有
償

譲
渡
を
受
け
る
か
の
選
択
を
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
引
き
続
き
市
民
の
利

用
に
供
す
る
施
設
と
し
て
維
持
し

て
い
く
こ
と
を
視
野
に
、
譲
渡
価
格

等
を
含
め
て
現
在
協
議
中
で
す
。

【
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

策
定
の
進
捗
状
況
】

平
成
十
三
年
度
に
着
手
し
、
平

成
十
六
年
度
策
定
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
、
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
基
本
的
な
考
え
方

は
、
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

こ
と
や
、
公
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
に
よ
る
市
民
参
加
を
基
本
と
し

て
い
ま
す
。

こ
と
し
は
、
三
つ
の
策
定
組
織

の
う
ち
、
行
政
側
の
組
織
で
あ
る

「
策
定
庁
内
会
議
」
を
四
月
か
ら
五

月
に
か
け
て
四
回
開
催
し
、
ま
た
、

有
識
者
、
市
民
代
表
、
庁
内
関
係

部
長
等
で
構
成
し
、
検
討
、
調
整

を
行
う
組
織
で
あ
る
「
策
定
調
整

会
議
」
を
四
月
と
六
月
に
開
催
し

て
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
「
策
定
方
針
・
策
定
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
」
や
「
全
体
ま
ち
づ
く
り
構

想
骨
子
」
を
決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
七
月
に
は
、
ま

ち
づ
く
り
市
民
学
習
会
の
メ
ン
バ

ー
と
、
更
に
公
募
し
た
市
民
を
合

わ
せ
た
約
百
人
に
よ
る
「
ま
ち
づ

く
り
市
民
協
議
会
」
を
設
立
し
、

「
地
域
別
ま
ち
づ
く
り
構
想
」
素
案

を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
庁
内
に
お
い
て
は
、
現

在
、「
策
定
庁
内
会
議
」
の
中
で
三

つ
の
部
会
を
開
催
し
、「
分
野
別
ま

ち
づ
く
り
構
想
」
の
素
案
を
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、
平
成
十
五
年
一
月
に
は
、

市
民
、
行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
素
案
に

つ
い
て
中
間
報
告
を
行
う
予
定
で

す
。【

流
山
市
学
校
給
食
検
討
委
員

会
の
設
置
】

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
代
表
等
を
含
め
た
委
員
十
二
人

に
よ
る
、
学
校
給
食
検
討
委
員
会

の
組
織
を
設
置
し
、
今
後
の
学
校

給
食
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
討
議

の
協
力
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で

す
。



職員給与等の公表
区　分 住民基本台帳人口 歳出額

（A） 実質収支 人件費
（B）

人件費率
（B／A）

12年度の
人件費率

13年度
（H14.3.31現在）
150,414人

千円
35,954,019

千円
1,179,029

千円
10,226,349

％
28.4

％
29.9

（１）人件費の状況（普通会計決算）

（２）職員給与費の状況（普通会計当初予算）

（４）職員の初任給の状況 （平成14年４月１日現在）

（５）職員の経験年数別、学歴別平均給料
月額の状況（平成14年４月１日現在）

（７）一般行政職の級別職員数の状況 （平成14年４月１日現在）
（10）特別職等の報酬月額等の状況

※市長、助役、収入役については、平成５年12月１日適用
※議長、副議長、議員については、平成10年４月１日適用

（９）人件費削減措置　（本市では厳しい財政事情により、以下のとおり人件費の削減措置を行っています）

（６）昇給期間短縮の状況

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む

給料 
4,765,093千円 
（58.2％） 

職員１人当たり給与費7,635千円 

職員手当 
1,205,958千円 
（14.7％） 

期末・勤勉手当 
2,221,007千円 
（27.1％） 

給与費 
8,192,058千円 
職員数1,073人 

※職員手当には、退職手当を
含まない

※採用前に民間歴等のある場合には、その期間
を換算し採用後の年数に加算した年数

※職員数は、本市の給与条例に基づく給料表の区分による
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名
※平成13年４月１日から、従来の８級制から９級制に改正された

区　　　分
決定初任給 採用２年経過日

給　料　月　額
採用２年経過日
給　料　月　額決定初任給

本　　市 国

一般行政職

一
　
般
　
行
　
政
　
職

大

学

卒

高

校

卒

大学卒 181,400円 196,300円
�種184,200円

�種174,400円

高校卒 146,500円 157,700円 141,900円

203,800円

188,900円

151,800円

経験年数 10年

〃 15年

〃 20年

経験年数 10年

〃 15年

〃 20年

区　　分

職　員　数

普通昇給期間
（12～24カ月）
を短縮して昇
給した職員数

一般行政職

12年度 13年度

540人

０人

０％０％

538人

０人

比　　　率

区　　分

標 準 的 な
職 務 内 容

職員数（人）

構成比（％）

1年前の構成比（％）

5年前の構成比（％）

８級

次 長
課 長

51

9.4

9.6

7.8

９級

部 長
事務局長

13

2.4

2.6

2.3

課長補佐

63

11.6

10.2

6.5

係 長
主 査

43

7.9

7.6

2.4

係 長
主 査

209

38.5

38.3

31.9

副主査

25

4.6

4.3

-

７級 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級 計

主任主事
主任技師

82

15.1

18.1

31.3

主 事
技 師

42

7.7

8.0

16.3

事務員
技術員

15

2.8

1.3

1.5

543

100.0

100.0

100.0

区　分

扶養手当

○配偶者 16,000円
○配偶者以外の扶養親族
２人まで １人 6,000円
３人目から １人 3,000円
（16歳～22歳の子１人につき5,000
円加算）

住居手当

○借家の場合（家賃11,500円を超
える場合に限る）
家賃の額に応じて27,500円を限
度に支給

○自宅の場合
世帯主　9,300円
その他　3,100円

通勤手当

期末手当
勤勉手当

退職手当

○電車・バスを利用する場合
定期代を全額支給

○乗用車等を使用する場合
使用距離に応じて5,100円～
32,830円を支給

職制上の段階、職務の級等による
加算措置…有

（平成13年度支給割合）
期末手当 勤勉手当

６月期 1.45月分 0.6 月分
12月期 1.60月分 0.5 月分
３月期 0.55月分
計 3.60月分 1.1月分

（支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 21.0 月分 34.65月分
勤続25年 33.75月分 44.55月分
勤続35年 47.5 月分 62.7 月分
最高限度額 60.0 月分 62.7 月分

その他の加算措置 定年前早期退職
特例措置
（２％～20％加算）

退職時特別昇給 勤続15年以上・勧奨
定年退職者１～２号給

１人当たりの平均支給額 23,880千円

（支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 21.0 月分 28.875月分
勤続25年 33.75月分 44.55月分
勤続35年 47.5 月分 62.7 月分
最高限度額 60.0 月分 62.7 月分

その他の加算措置 定年前早期退職
特例措置
（２％～20％加算）

退職時特別昇給 1号俸

○電車・バスを利用する場合
定期代等45,000円までは全額支
給、それを超える部分は半額
支給（5,000円を限度）

○乗用車等を使用する場合
使用距離に応じて2,000円～
20,900円を支給

○借家の場合（家賃12,000円を超
える場合に限る）
家賃の額に応じて27,000円を限
度に支給

○自宅の場合
1,000円（新築・購入後５年間
2,500円）

○配偶者 16,000円
○配偶者以外の扶養親族
２人まで １人 6,000円
３人目から １人 3,000円
（16歳～22歳の子１人につき5,000
円加算）

本　　　　市 国

職制上の段階、職務の級等による
加算措置…有

（平成13年度支給割合）
期末手当 勤勉手当

６月期 1.45月分 0.6 月分
12月期 1.60月分 0.5 月分
３月期 0.55月分
計 3.60月分 1.1月分

特殊勤務
手　　当

平成13年度
決　　　算

 
 
 

区　　　　　　　分

職員全体に占める手当支給職員の割合
支給対象職員１人当たり平均支給年額

手当の種類（手当数）

代表的な
手当の名称

支給額が多い手当

多くの職員に支給され
ている手当

全　　　職　　　種
61.2％

69,836円

39

消防出動手当、社会福祉手当、

保健手当、清掃業務手当
消防出動手当、社会福祉手当、

保健手当、調理業務手当

調整手当
（平成14年
４月１日）

支給対象地域
支 給 率
支給対象職員数

国の制度
（支給率）

支給対象職員１
人当たり平均支
給年額
（平成13年度決算）

市内全域
10％
1,125人

460,851円

０％

３％

10％

 
 
 

千葉県乙地
成田新東京
国際空港区域

時間外

勤　務

手　当

区分

12年度
（決算）

13年度
（決算）

支給総額

204,501千円

225,738千円

職　員
１人当たり
支給年額

210千円

235千円

削減措置区分

管理職手当の減額

期末・勤勉手当基礎額に
おける加算率の引き下げ

期末手当の減額特別職

一般職

実施期間 内　　　　　　　容

管理職手当を10％減額

管理職に支給される期末・勤勉手当の基礎
額に加算する率を一律３％～５％引き下げ

市長、助役、収入役および教育長
に支給される期末手当を10％減額

11年4月から
15年3月まで

同　　上

同　　上

区　分

市　長

助　役

収入役

議　長

副議長

議　員

930,000円

803,000円

744,000円

550,000円

490,000円

460,000円

６月期 2.05月分

12月期 2.10月分

３月期 0.55月分

計 4.7月分

報酬月額等
期末手当

（平成13年度支給割合） □問
人
事
課

�
７
１
５
０

―
6
0
6
8

285,580円

315,950円

394,300円

227,600円

275,750円

339,500円

※「（９）人件費削減措置」
のとおり、10％減額して
支給しました

平成14年12月15日（日曜日） （４）第１０３２号

（８）職員手当の状況 （平成14年４月１日現在）

（３） 職員の平均給料月 額・ 平均給与月額および平均年齢の状況 （ 平成 14年４月１日現在 ）

※給与月額とは 、 月々支給される給料および職員手 当 （ 期末・勤勉手当 、 退職手当を除く ） の合計 

一般行政職員 
平均給料月額 

技能・労務職員 
平均給料月額 

一般行政職員 
平均給与月額 

技能・労務職員 
平均給与月額 

本市 
県 
本市 
県 

本市 
県 
本市 
県 

389,836円（ 44.05

380,503円（ 43.03

321,563円（ 47.04

339,535円（ 48.02

500,542円 

465,127円 

401,466円 

389,136円 

（ ） 内は平均年齢 

歳） 

歳） 

歳） 

歳） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 
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市
職
員
を
募
集

４
月
１
日
採
用
予
定

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

「
注
意
一
秒
ケ
ガ
一
生
」。
運
転

に
は
細
心
の
注
意
を

今
月
十
日
か
ら
県
下
一
斉
に
冬

の
交
通
安
全
運
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
期
間
は
、
今
月
三
十
一
日

ま
で
。

十
二
月
九
日
現
在
、
県
内
の
交

通
事
故
に
よ
る
死
者
数
は
、
全
国

ワ
ー
ス
ト
二
位
。
三
百
五
十
九
人

の
方
が
尊
い
命
を
亡
く
し
て
い
ま

す
。
県
内
死
亡
事
故
の
特
徴
は
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
非
着
用
や
歩
行

中
の
高
齢
者
、
道
路
横
断
中
の
事

故
の
件
数
が
多
い
こ
と
で
す
。

特
に
年
末
年
始
は
、
交
通
量
の

増
加
に
伴
う
道
路
の
混
雑
に
加
え
、

飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
交
通
事
故
の
多
発
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

期
間
中
は
、
①
飲
酒
運
転
の
追

放
②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底
③
薄
暮

時
お
よ
び
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

を
重
点
目
標
に
、
警
察
署
、
交
通

安
全
協
会
な
ど
と
協
力
し
、
街
頭

Ｐ
Ｒ
や
交
通
の
取
り
締
ま
り
を
強

化
し
ま
す
。

市
内
の
小
・
中
学
生
が
描
い
た

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
の
入
賞
者
が

決
ま
り
ま
し
た
。
作
品
は
、
市
内

三
会
場
に
展
示
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
敬
称
略
〉

【
入
賞
者
】

▽
最
優
秀
賞
＝
馬
目
貴
大
（
流

山
北
小
６
年
）、
入
江
仁
那
（
西
初

石
中
２
年
）
▽
流
山
警
察
署
長

賞
＝
豊
田
雅
美
（
流
山
小
２
年
）、

今
川
万
理
（
西
初
石
中
３
年
）
▽

交
通
安
全
協
会
長
賞
＝
吉
井
理
恵

（
西
初
石
小
１
年
）、
高
崎
さ
く
ら

（
常
盤
松
中
３
年
）
▽
流
山
地
区
安

全
運
転
管
理
者
協
議
会
長
賞
＝
室

井
美
生
（
西
初
石
小
３
年
）、
中
村

紘
士
（
西
初
石
中
３
年
）
▽
教
育

長
賞
＝
島
は
る
菜
（
東
深
井
小
３

年
）、
青
木
優
歩
（
南
部
中
１
年
）

【
作
品
展
】

▽
期
日
／
場
所
＝
①
〜
12
月
20

日
�
／
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
流
山

店
②
平
成
15
年
１
月
７
日
�
〜
17

日
�
／
森
の
図
書
館
③
平
成
15
年

２
月
３
日
�
〜
15
日
�
／
市
役
所

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
※
い
ず
れ
の
会

場
も
最
終
日
は
16
時
ま
で

▽
日
時
＝
12
月
20
日
�
14
時
〜

15
時
▽
場
所
＝
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド

ー
流
山
店
▽
内
容
＝
①
皆
さ
ん
の

自
転
車
を
無
料
で
点
検
・
調
整
②

体
験
車
両
で
衝
突
時
に
お
け
る
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
効
果
を
体
験

□問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
�
７
１
５

０
―

６
０
７
６
／
流
山
警
察
署
�

７
１
５
９
―

０
１
１
０

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
の
み
ま
せ
ん 

し
め
ま
す
ベ
ル
ト
と 

気
の
ゆ
る
み
」 

12月10日 
　　～31日 

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

入
賞
者
決
ま
る

自
転
車
の
無
料
安
全
点
検
と

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
効
果
体
験

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
馬
目
貴
大
君
（
流
山
北

小
６
年
）

、
入
江
仁
那
さ
ん
（
西
初
石
中
２
年
）

の
作
品

上

下

来年1月3日まで年末年始特別警戒取り締まり 
年末年始は、皆さんのちょっとした油断やスキを狙った「ひ

ったくり」や「空き巣狙い」などの犯罪が多発する時期です。
警察では、こうした犯罪を防止するため「年末年始特別警戒取
り締まり」を実施し、パトロールなどの安全運動を強化してい
ます。
明るい新年を迎えるためにも、犯罪や事故に巻き込まれない

ように気を付けてください。
【ひったくり】ミニバイク等で近づき、歩行中の手荷物や自

転車の前かごに入れたバッグなどを奪う手口で、主に女性やお
年寄りが狙われます。荷物は胸に抱えるように歩いたり、自転

車のかごにはひったくり
防止ネットをかぶせるよ
うにしましょう。また、
暗い道は避け、明るい道
を選びましょう。
【空き巣狙い】住居に

侵入する泥棒の中で最も
多いのが空き巣狙いの犯
行です。短時間の外出で
も、しっかり戸締まりを
し、ドアや窓にはかぎを
２つ以上付けるようにし
ましょう。防犯センサー
やベルの設置も効果的で
す。
□問 流山警察署�７１５

９－０１１０

110番は皆さんの安全を守る緊急
通報電話です。事件や事故が起きた
ときは、すぐに110番へ。
なお、緊急を要しない用件は、次

の相談窓口へご連絡を。
▽相談窓口／電話番号＝①相談サ

ポートコーナー／�０４３－２２
７－９１１０②女性被害１１０番／
�０４３－２２３－０１１０③女性
相談所（鉄道警察隊）／�０１２
０－０４８２２４④暴力団相談／�
０１２０－０８９３５４⑤少年相
談／�０１２０－７８３４９７⑥流
山警察署による各種相談／�７１５
９－０１１０

1月10日は「110番の日」

1

2
3

4

56 7

運河駅

福性寺
江戸川台駅

東
武
野
田
線

初石駅

西栄寺

豊四季駅

成顕寺

春山寺

清瀧院

長流寺

流山寺

流山駅

平和台駅

鰭ケ崎駅

小金城跡駅

総
武
流
山
電
鉄

三郷駅

南流山駅

JR武蔵野線

北小金駅

JR常
磐線

1毘沙門天 

5恵比寿 

4布袋尊 

7寿老人 

2弁財天 

3福禄寿 

南柏駅

平方169 @ 7152-6310

流山6-677 @ 7158-0355

野々下1-398 @ 7158-2810

名都借1024
@ 7144-7904

駒木224 @ 7152-3714

桐ヶ谷230 @ 7158-0846

6大黒天 

流山7-589 @ 7158-0415

建
物
を
取
り
壊
し
た
ら

家
屋
滅
失
届
の
提
出
を
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平成15・16年度 

を受け付けます 流山市競争入札 
参加資格審査申請 
平成15・16年度の市が発注する建設工事や物品

購入などの入札参加資格審査申請の受け付けを行
います。
対象となる業種で入札参加を希望する事業者は、

期間内に申請用紙を購入し、受付期間内に手続き
をしてください。
▽業種＝①建設工事②測量コンサルタント業務

③物品購入・製造、その他▽申請用紙の販売／期
間＝市役所管財課窓口にて１部500円で販売／12月
16日～平成15年２月14日（土・日曜、祝日、12月
28日～平成15年１月５日を除く）▽申請方法＝申
請用紙に必要事項を記入し、12月16日から平成15
年２月14日（消印有効）までに郵送で〒２７０－
０１９２流山市役所管財課へ
□問 管財課�７１５０－６０６９

建
て
替
え
や
老
朽
化
な
ど
で
家
屋

を
取
り
壊
し
た
場
合
に
は
、「
家
屋

滅
失
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

家
屋
滅
失
届
は
、
取
り
壊
し
に
よ

っ
て
存
在
し
な
い
居
宅
や
物
置
、
車

庫
な
ど
が
課
税
さ
れ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
の
手
続
き
で
す
。

平
成
十
三
年
以
前
に
取
り
壊
し
た

場
合
は
、
家
屋
取
壊
証
明
書
の
添
付

が
必
要
で
す
。
取
り
壊
し
た
後
に
新

築
や
増
築
を
し
た
場
合
は
、
家
屋
調

査
の
際
、
調
査
員
に
家
屋
を
滅
失
し

た
こ
と
を
告
げ
る
だ
け
で
手
続
き

が
済
み
ま
す
。

□問
資
産
税
課
�
７
１
５
０
―

６
０

７
４

平
成
十
五
年
四
月
一
日
採

用
予
定
の
流
山
市
職
員
（
職

種
＝
下
表
参
照
）
を
募
集
し

ま
す
。
募
集
す
る
職
種
は
、

保
育
士
、
守
衛
、
調
理
師
の

三
職
種
で
す
。

【
受
験
手
続
き
】

▽
提
出
書
類
＝
試
験
申
込

書
（
市
指
定
用
紙
を
人
事
課

で
配
布
）
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
原
則
と
し
て
本
人
が

人
事
課
へ
持
参
▽
受
付
期

間
＝
12
月
16
日
〜
平
成
15
年

１
月
10
日
９
時
〜
17
時
（
12

月
28
日
〜
平
成
15
年
１
月
５

日
、
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除

く
）

【
試
験
の
日
程
と
内
容
】

▽
第
１
次
試
験
＝
平
成
15

年
１
月
19
日
�
／
教
養
試

験
、
専
門
試
験(

保
育
士
の

み)

、
作
文
試
験
（
守
衛
、
調

理
師
の
み
）、
適
性
試
験
※

会
場
は
市
役
所
▽
第
２
次
試

験
＝
日
程
は
第
１
次
試
験
合

格
者
に
通
知
／
面
接
、
身
体

検
査
な
ど
▽
採
用
予
定
日
＝

平
成
15
年
４
月
１
日

□問
人
事
課
�
７
１
５
０
―

６
０
６
８保育士 

職　種 

1　人 守　衛 

若干名 

採用予定人員 

若干名 

　昭和49年４月２日から昭和58年４月１日までに生まれた者で、保
育士の資格を取得している者または、平成15年３月31日までに
当該資格を取得見込みの者 

受    験    資    格 

調理師 
　昭和47年４月２日から昭和60年４月１日までに生まれた者で、調
理師の免許を取得している者または、平成15年３月31日までに
当該免許を取得見込みの者 

　昭和47年４月２日から昭和60年４月１日までに生まれた者で、学
歴は問わない 

平成
15年

お正月に地元流山をのんびり散策してみ
ませんか。７つの災いを除き、７つの幸せ
を運ぶといわれる福の神、七福神。「七福神
めぐり」で７つの「福」を集めに出掛けま
しょう。
「流山七福神めぐりと散策マップ」を市役
所商工課窓口と下記の７寺院で配布してい
ます。裏面には、七福神のスタンプが押せ
るようになっていますのでご利用を。
□問商工課内流山市観光協会事務局�７１

５０－６０８５

七福神めぐりのご案内
長流寺－流山寺－（約3.7�）－西栄寺－（約
3.2�）－福性寺－（約7.4�）－（南Ｔ字路）－
（高田原駐在所経由）－成顕寺－（約3.0�）－
春山寺－（約2.5�／富士見橋経由）－清瀧院

（５） 平成14年12月15日（日曜日） 第１０３２号

！



平成14年12月15日（日曜日） （６）第１０３２号

「
健
康
づ
く
り
推
進
員
」
を
募
集

地
域
ぐ
る
み
で
健
康
づ
く
り

〜
任
期
は
平
成
15
年
　
月
か
ら
　
年
間
〜

保健センターで行われた地区栄養講座

協定書を取り交わす流山歯科医師会奈良会長と眉山市長

「初石のおうち」とスタッフの皆さん

平
成
十
五
年
四
月
か
ら
活
動
す

る
「
健
康
づ
く
り
推
進
員
」
を
募

集
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
推
進
員
の
主
な
活

動
は
、
地
域
に
住
ん
で
い
る
方
が

健
康
的
な
食
生
活
や
日
常
生
活
を

送
る
た
め
、
地
域
ぐ
る
み
で
健
康

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
も
の
で

す
。
健
康
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
、
地
域
の
仲
間
と
一
緒
に

活
動
し
ま
し
ょ
う
。

▽
任
期
＝
３
年
間
（
平
成
15

年
４
月
１
日
〜
平
成
18
年
３
月

31
日
）
▽
対
象
＝
健
康
づ
く
り

に
熱
意
と
関
心
が
あ
り
、
各
小

学
校
区
内
に
住
ん
で
い
る
健
康

な
男
女
▽
募
集
小
学
校
区
／
募

集
人
員
＝
①
東
深
井
小
学
校

区
／
３
人
②
新
川
小
学
校
区
／

１
人
③
江
戸
川
台
小
学
校
区
／

３
人
④
西
初
石
小
学
校
区
／
１

人
⑤
八
木
北
小
学
校
区
／
２
人

⑥
流
山
北
小
学
校
区
／
３
人
⑦

八
木
南
小
学
校
区
／
１
人
⑧
鰭

ケ
崎
小
学
校
区
／
３
人
⑨
南
流

山
小
学
校
区
／
４
人
⑩
長
崎
小

学
校
区
／
１
人
⑪
東
小
学
校

区
／
２
人
⑫
向
小
金
小
学
校

区
／
１
人
▽
応
募
方
法
＝
12
月

20
日
ま
で
に
電
話
で
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
７
１
５
４

―

０
３
３
１

法 務 局 か ら の お 知 ら せ
登記申請など早めに手続きを
例年、12月になると登記申請が増加し、
窓口が混雑することが予想されます。登
記の申請や登記簿の謄本（または登記事
項証明書）、印鑑証明書等の交付請求は、
なるべく早く提出してください。なお、
年内の事務終了日（12月27日）近くに登
記申請すると年内に処理できない場合も
ありますので、できるだけ早く申請して
ください。
□問千葉地方法務局松戸支局�０４７－
３６３－６２７８

国
道
6
号
 

ガ
ソ
リ
ン 

ス
タ
ン
ド 

至
東
京 

中
央
公
園 

イトーヨーカドー 

岩瀬十字路 

至
柏 ←至流山 

至
柏 

至
東
京 

松
戸
駅 

案
内
板 

千葉地方法務局 
松戸支局 

災害時の歯科医療救護活動に
関する協定書を締結

十
一
月
二
十
日
、
社
団
法
人
流
山
歯
科
医
師
会
と
本
市
の

間
に
お
い
て
、「
災
害
時
の
歯
科
医
療
救
護
活
動
に
関
す
る

協
定
書
」
が
取
り
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
、
大
規

模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
本
市
の
要
請
に
よ
り
歯
科
医

師
会
が
派
遣
す
る
歯
科
医
療
救
護
班
が
、
現
地
の
応
急
救
護

所
で
被
災
者
に
対
す
る
応
急
措
置
な
ど
を
円
滑
に
実
施
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。
ま
た
、
流
山
医
師
会
と
締
結
し
て
い
る

医
療
救
護
活
動
に

関
す
る
協
定
と
と

も
に
災
害
に
よ
り

負
傷
し
た
方
へ
の

救
護
活
動
を
促
進

す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
市
に
お
い

て
は
今
後
と
も
防

災
体
制
の
整
備
を

図
っ
て
い
き
ま

す
。□問

総
務
課
�
７

１
５
０
―

６
０
６

７

十
二
月
二
日
、
東
初
石
五
丁
目

に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
初

石
の
お
う
ち
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
こ
の
施
設
は
、
痴
ほ
う
症

な
ど
の
た
め
、
介
護
が
必
要
な
高

齢
者
を
日
中
お
世
話
す
る
も
の
で
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
わ

が
家
」
が
管
理
運
営
し
て
い
ま
す
。

「
初
石
の
お
う
ち
」
で
は
、
高
齢
に

伴
う
不
安
な
ど
を
解
消
し
、
自
宅

で
の
暮
ら
し
と
同
じ
よ
う
に
、
安

心
し
て
過
ご
せ
る
第
二
の
家
と
し

て
の
場
所
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
定
員
は
、
一
日
六
人
で
、

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
る

方
が
対
象
で
す
。
送
迎
バ
ス
の
ほ

か
、
浴
室
、
食
堂
、
菜
園
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
利
用
等
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
を
。

□問
初
石
の
お
う
ち
�
７
１
７
８

―

２
２
０
３

てがぬまカレンダーを配布
19日に環境保全課で
手賀沼の風景をつづった

「２００３てがぬまカレン
ダー」を今月19日に市役所
環境保全課で配布します。
今回は、部数の関係から
出張所では配布しませんの
でご注意ください。配布は、
先着順で一人につき一部限
りです。
□問環境保全課�７１５

０－６０８３

選
挙
人
名
簿
の
登
録
者
数
を
発
表

公
職
選
挙
法
に
基
づ
く
十
二
月
一
日
現
在
の
選

挙
人
名
簿
の
登
録
者
数
は
、
十
二
万
二
千
百
二
十

二
人
（
前
回
比
二
百
十
人
増
）
で
す
。

男
女
別
で
は
、
男
性
が
六
万
四
百
二
十
六
人
、

女
性
が
六
万
千
六
百
九
十
六
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
選
挙
人
名
簿
の
登
録
は
、
正
確
な
有
権
者

数
を
把
握
す
る
た
め
、
年
四
回
行
っ
て
い
ま
す
。

□問
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
�
７
１
５
０
―

６
１
０
０

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

勤
労
者
互
助
会
に
入
会
を

魅
力
あ
る
福
利
厚
生
事
業
を
提
供

流
山
市
勤
労
者
互
助
会
で

は
、
市
内
中
小
企
業
従
業
員
お

よ
び
事
業
主
を
対
象
に
、
事
業

所
の
発
展
・
雇
用
の
安
定
と
職

場
へ
の
定
着
・
職
業
生
活
の
充

実
を
図
る
た
め
、
魅
力
あ
る
福
利

厚
生
事
業
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
勤
労
者
互
助
会
に
入

会
し
、
事
業
所
の
福
利
厚
生
に
役

立
て
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▽
事
業
内
容
＝
①
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

事
業
の
開
催
②
１
泊
以
上
の
旅
行

の
一
部
補
助
③
人
間
ド
ッ
ク
受
診

の
一
部
補
助
④
慶
弔
金
の
給
付
⑤

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
、
映

画
館
等
の
施
設
利
用
の
割
り
引
き

▽
会
費
＝
１
人
当
た
り
年
６
０
０

０
円□問

商
工
課
内
流
山
市
勤
労
者
互

助
会
事
務
局
�
７
１
５
０
―

６
０

８
５

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
と
し

て
実
施
し
た
フ
ェ
ス
タ

統計で見る過去、
知る今、描く未来。
12月31日現在の工業
統計調査です。
製造業を営む事業
所を対象に毎年実施

工業統計調査に
ご協力を

しています。経済動
向を把握するため重
要な調査ですので、
ご協力をお願いしま
す。
□問総務課�７１

５０－６０６７

今月は骨髄バンク推進月間
12月は「骨髄バンク推進月間」です。骨髄移
植は、白血病など血液の病気を治すために有効
な治療法です。骨髄移植では、提供者と患者と
の白血球の型の一致が必要となりますが、その
確率は非常に低いため、まだ、たくさんの方が
骨髄移植を待っています。骨髄移植を必要とす
る患者さんすべてが移植を受けられるよう、骨
髄バンクの登録をお願いします。
▽登録受け付け場所／予約電話番号＝①モノ
レールちば駅献血ルーム・柏献血ルーム／�０
４３－２４１－８３３３②船橋保健所／�０４
７－４３１－４１９１③茂原保健所／�０４７
５－２２－５１６７④木更津保健所／�０４３
８－２２－３７４３
□問県薬務課�０４３－２２３－２６１４

千葉県最低賃金・産業別最低賃金の改正
千葉県内のすべての事業場で働く労働者（パート、アルバイトを含む）
に適用される「千葉県最低賃金」、特定の業種の事業場で働く労働者に適
用される「産業別最低賃金（７種類）」が、それぞれ下表のとおり改正さ
れました。この最低賃金額には、精皆勤手当、通勤手当、家族手当、賞与、
時間外手当、深夜手当などは含まれません。また、「今回から千葉県最低
賃金と産業別最低賃金は時間額のみ」となり「日額」は廃止されます。最
低賃金の内容についての問い合わせは、千葉労働局労働基準部賃金室また
は最寄りの労働基準監督署にお尋ねください。
□問千葉労働局労働基準部賃金室�０４３－２２１－２３２８／２４時間
テレホンサービス�０４３－２２１－４７００

千葉県最低賃金 平成14年10月4日 

平成14年12月25日 

調味料製造業（注1） 
鉄鋼業 

精密機械器具製造業 
各種商品小売業 
自動車（新車）小売業 

一般機械器具製造業 
　　　　　　  （注2） 

産

業

別

最

低

賃

金

 

677円 
765円 
792円 

782円 

779円 

764円 
747円 
774円 

平成14年度最低賃金改正内容 

最低賃金件名 改正最低賃金額 効力発生日 

電気機械器具、情報通
信機械器具、電子部品、
デバイス製造業（注3） 

みそ製造業を除く 
事務用・サービス業・民
生用機械器具製造業、
その他の機械・同部分
品製造業、建設機械・
鉱山機械製造業のう
ち建設用ショベルトラッ
ク製造業および縫製
機械製造業のうち毛
糸手編機械製造業を
除く 
電球・電気照明器具
製造業および電気計
測器製造業を除く 

注１… 
注２… 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注３… 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

「
初
石
の
お
う
ち
」が
オ
ー
プ
ン

４

３



（７） 平成14年12月15日（日曜日） 第１０３２号

★印のあるものは市主催のものです 

★
親
子
関
係
講
座

▽
日
程
＝
平
成
15
年
１
月
29
日
、

２
月
５
日
・
12
日
の
水
曜
（
全
３

回
）
▽
時
間
＝
10
時
〜
12
時
▽
場

所
＝
文
化
会
館
▽
対
象
／
定
員
＝

市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人
／
25
人

（
多
数
抽
選
）
▽
内
容
＝
親
と
子
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を

体
験
的
に
学
習
▽
受
講
料
＝
２
１

０
０
円
（
教
材
費
）
▽
申
し
込

み
＝
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
保
育
希
望
者
は
子
ど
も

の
氏
名
・
年
齢
を
明
記
し
、
平
成

15
年
１
月
10
日
（
必
着
）
ま
で
に

〒
２
７
０
―
０
１
７
６
流
山
市
加

一
丁
目
16
―
２
流
山
市
文
化
会
館

へ
□問
文
化
会
館
�
７
１
５
８
―

３

４
６
２

★
介
護
支
援
専
門
員
研
修
会

よ
り
よ
い
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
行
い
、
介
護
を
支
援
し
て
い
く

た
め
に
、
介
護
支
援
専
門
員
研
修

会
を
行
い
ま
す
。
介
護
支
援
専
門

員
以
外
の
方
で
も
関
心
の
あ
る
方

は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
平
成
15
年
１
月
16
日

�
14
時
〜
17
時
▽
場
所
＝
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
▽
定
員
＝
１
５
０
人
（
先

着
順
）
▽
テ
ー
マ
＝
「
痴
呆
を
理

解
し
よ
う
」
〜
そ
し
て
わ
た
し
に

で
き
る
こ
と
〜
▽
講
師
＝
濱
本
知

恵
子
さ
ん
（
呆
け
老
人
を
か
か
え

る
家
族
の
会
千
葉
県
支
部
）
▽
申

し
込
み
＝
電
話
で
平
成
15
年
１
月

10
日
ま
で
に
高
齢
者
支
援
課
へ

□問
高
齢
者
支
援
課
�
７
１
５
０

―

６
０
８
０

食
と
み
ど
り
の
体
験
講
座
（
協

力
＝
県
立
流
山
高
等
学
校
）

▽
日
程
＝
平
成
15
年
１
月
25
日

〜
３
月
15
日
の
土
曜
（
全
５
回
）

▽
時
間
＝
13
時
〜
15
時
▽
場
所
＝

流
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
、
県

立
流
山
高
等
学
校
▽
対
象
／
定

員
＝
全
５
回
受
講
で
き
る
15
歳
以

上
の
勤
労
者
お
よ
び
市
民
（
１
家

族
１
人
）
／
20
人
（
多
数
抽
選
）

▽
内
容
＝
①
園
芸
を
楽
し
む
た
め

の
基
礎
講
座
②
そ
ば
打
ち
体
験
③

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
（
コ
サ
ー
ジ

ュ
作
り
）
④
焼
き
菓
子
作
り
⑤
プ

ラ
ン
タ
ー
の
土
作
り
お
よ
び
播
種

の
方
法
▽
受
講
料
＝
１
５
０
０
円

（
教
材
費
）
▽
申
し
込
み
＝
12
月
21

日
�
10
時
に
流
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
で
受
け
付
け

□問
流
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

�
７
１
５
５
―

５
７
０
１

筝
・
三
味
線
体
験
教
室

▽
日
時
＝
平
成
15
年
１
月
11
日

�
13
時
〜
15
時
▽
場
所
＝
さ
わ
や

か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ
（
柏
市
）
▽

対
象
＝
小
学
４
年
生
以
上
▽
参
加

費
＝
無
料
※
申
し
込
み
等
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
を

□問
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ

�
７
１
４
０
―

８
６
１
５

★
図
書
館
子
ど
も
映
画
会

▽
日
時
＝
12
月
21
日
�
13
時
30

分
〜
▽
場
所
＝
森
の
図
書
館
▽
上

映
作
品
＝
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と

賢
者
の
石
▽
対
象
／
定
員
＝
小
学

３
年
生
以
上
／
80
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

当
日
直
接
会
場
へ

□問
森
の
図
書
館
�
７
１
５
２
―

３
２
０
０

ク
リ
ス
マ
ス
お
話
会
ス
ペ
シ
ャ

ル
▽
日
時
＝
12
月
21
日
�
15
時
〜

16
時
▽
場
所
＝
中
央
図
書
館
▽
内

容
＝
流
山
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
「
栞
」
に
よ
る
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
素
ば
な
し
、
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
、
簡
単
な
工
作
な
ど

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

当
日
直
接
会
場
へ

□問
中
央
図
書
館
�
７
１
５
９
―

４
６
４
６

★
市
福
祉
施
策
審
議
会

▽
日
時
＝
12
月
19
日
�
13
時
30

分
〜
▽
場
所
＝
市
役
所
▽
内
容
＝

市
高
齢
者
総
合
計
画
の
施
策
展
開
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
量
等
の
見
込
み
と

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
ほ
か

□問
社
会
福
祉
課
�
７
１
５
０
―

６
０
７
９

★
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

制
度
の
ご
利
用
を

家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
い
が
市

内
の
業
者
が
分
か
ら
な
い
―
―
と

い
う
方
に
、
市
民
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
制
度
の
利
用
を
お
勧

め
し
ま
す
。
市
を
連
絡
窓
口
と
し

て
、
同
制
度
の
参
加
団
体
を
通
じ

て
市
民
に
増
改
築
な
ど
を
行
う
市

内
業
者
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
対
象
＝
市
内
に
あ
る
住
宅
な

ど
▽
内
容
＝
住
宅
な
ど
の
増
改
築
、

修
繕
な
ど
（
門
扉
な
ど
の
付
帯
設

備
工
事
も
可
）
▽
工
事
契
約
・
工

事
費
＝
業
者
と
直
接
相
談
▽
参
加

団
体
＝
流
山
市
商
工
会
建
設
受
注

セ
ン
タ
ー
、
流
山
民
商
建
築
部
会
、

流
山
住
宅
セ
ン
タ
ー
、
流
山
総
合

住
宅
セ
ン
タ
ー

□問
商
工
課
�
７
１
５
０
―

６
０

８
５県

営
住
宅
の
入
居
者
募
集

▽
募
集
期
間
＝
平
成
15
年
１
月

６
日
�
〜
15
日
�
▽
申
込
資
格
＝

①
申
込
者
が
日
本
国
籍
の
方
、
ま

た
は
外
国
人
で
在
留
期
間
が
１
年

以
上
の
在
留
資
格
を
有
す
る
方
お

よ
び
日
本
人
の
配
偶
者
等
の
方
②

同
居
親
族
の
あ
る
方
③
住
宅
に
困

窮
し
て
い
る
方
④
千
葉
県
内
に
住

民
登
録
を
し
、
居
住
し
て
い
る
方

⑤
基
準
を
満
た
す
連
帯
保
証
人
が

い
る
方
⑥
収
入
基
準
に
適
合
し
て

い
る
方
▽
応
募
方
法
＝
所
定
の
応

募
ハ
ガ
キ
に
よ
り
平
成
15
年
１
月

15
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
千
葉

県
ま
ち
づ
く
り
公
社
へ
※
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
応
募
ハ
ガ
キ
、
空
き
家

一
覧
表
は
１
月
６
日
か
ら
市
都
市

計
画
課
、
各
公
民
館
・
出
張
所
で

そ
の
他

映
画
・
公
演

講
座
・
講
演

イ　ベ　ン　ト
「えっちゃんのせんそう」上映会（「えっちゃんのせんそう」
流山上演実行委員会主催､市・市教委後援）＝12月21日�10時
30分～３回上映、文化会館。入場料（前売り）大人1,200円、
小・中・高校生800円□問小館�７１５５－６０４６
クリスマスコンサート（エーデルワイス・コーア主催）＝
12月21日�14時～16時、南流山センター。入場無料□問松本�
７１５９－２８０９
初心者のための水彩画（キミ子方式水彩画教室主催）＝12
月17日�・25日�、平成15年１月８日�・15日�いずれも13
時～15時、南流山センター。参加費2,600円（４回分）□問村上
�７１５９－８３９３
手話サークル「木の会」10周年記念公演＝平成15年１月12
日�14時～16時、南流山センター。入場無料□問山本�７１５
９－１５４９

このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、南
流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館にある
掲載申込書に必要事項を記入のうえ、掲載希望号の１カ月前（イ
ベント掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。
なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日時・場
所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間でするよう
にお願いします。
□問秘書広報課�７１５０－６０６３

市民伝言板

常磐自動車道測定結果（平成14年10月）

�昼60デシベル・朝夕55デシベル・夜50デシベルの協定値を超えた時間
�連続した3カ月間に日平均値が0.04ppmを超えた日数（0.06ppmを超えた
日数）�日平均値が0.10�／�を超えた日が２日以上連続したことの有無

項　　目

�騒音

�NO2

�SPM

�日平均
交通量

若葉台

時　間 62 112 70 75

西初石 東初石 青　田

日 0（0） 0（0） 1（0） 0（0）

有　無 無 無 無 無

上　り

46,349台 47,743台 94,092台

下　り 合　計

【今回の掲載品を希望する方】
官製ハガキに番号、品名、住所、氏名、電話番号を明
記して、19日までに商工課へ。20日に抽選を行い、提供
者から当選者に連絡がいきます。交渉は当事者間で行い、
結果を同課へ報告いただきます。
【次回の掲載を希望する方】
往復ハガキ（１人２点まで）に品名（サイズ等詳しく）
などを記入し、19日までに同課へ申し込みを。
【申し込み】
〒270－0192流山市役所商工課消費生活係
□問商工課�７１５０－６０８５

�������������������
�������������������
�������������������善意用品交換セール

無料の用品のみを掲載

① チャイルドシート（４歳ぐらい
まで）②16インチ子ども用自転車

③パソコンデスク④複写機⑤ギター⑥子ども机⑦電子ピ
アノ（ヘッドホーン、いす付）⑧カシオワープロ⑨プラ
レール（レールと電車）⑩積み木ブロック

①80cm以上男児服②三輪車③外遊
び用足けり乗用車④シャープワー

プロ⑤フレーベル館月刊絵本キンダーブック“しぜん”
バックナンバー⑥平和台幼稚園制服（110～120cm）ほ
か⑦ベータビデオデッキ⑧編み機⑨裁断机

第176回 

今月は20日に 
▽日時＝12月20日�12時15分～▽場所＝市役所市
民ギャラリー▽テーマ＝クリスマス特集▽曲目＝主
よ人の望みの喜びを（バッハ）、アヴェ・マリア（バ
ッハ／グノー、シューベルト）、アレルヤ（Ｒ・ロ
ジャース）、きよし　この夜ほか▽出演＝里舘雅江・
池田浩子・松山裕子（うた）、内藤葉子（ピアノ）
□問生涯学習課�７１５０－６１０６

市では、イチゴの生産を振興していま
す。市内のイチゴ生産農家のビニールハ
ウスでは、ほんのり赤く色づいたイチゴ
がたくさんの実を付け、出荷に向けて準
備中です。直売も行いますので、ぜひ、
摘みたてのイチゴを食してみてはいかが
ですか。
□問農政課�７１５０－６０８６

施
策
会
議
傍聴可

配
布
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
千
葉
県
ま
ち
づ
く
り
公
社
�

０
４
３
―

２
２
２
―

９
２
０
０

原
爆
被
爆
者
二
世
健
康
診
断

▽
期
間
＝
平
成
15
年
３
月
10
日

ま
で
▽
対
象
＝
県
内
に
住
所
を
有

す
る
原
爆
被
爆
者
の
実
子
で
受
診

を
希
望
す
る
方
（
受
診
希
望
者
多

数
の
場
合
は
、
昨
年
度
未
受
診
者

優
先
）
▽
申
し
込
み
＝
ハ
ガ
キ
に

「
健
康
診
断
希
望
」、
受
診
者
の
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
生
年
月

日
、
被
爆
者
（
親
）
の
氏
名
、
住

所
、
被
爆
者
手
帳
番
号
を
明
記
し
、

〒
２
６
０
―
８
６
６
７
千
葉
市
中

央
区
市
場
町
１
―
１
県
社
会
福
祉

課
援
護
恩
給
班
へ
※
検
査
の
種
類

に
よ
り
一
部
自
己
負
担
あ
り

□問
県
社
会
福
祉
課
援
護
恩
給
班

�
０
４
３
―

２
２
３
―

２
３
４
９

高
校
生
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
▽
日
時
＝
12
月
22
日
�
13
時

（
開
演
）
〜
▽
場
所
＝
さ
わ
や
か
ち

ば
県
民
プ
ラ
ザ
（
柏
市
）
▽
内

容
＝
県
内
高
校
生
バ
ン
ド
の
演
奏

▽
対
象
／
定
員
＝
一
般
／
４
５
０

人
（
先
着
順
）
▽
入
場
料
＝
無
料

▽
申
し
込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

□問
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ

�
７
１
４
０
―

８
６
１
５

放
送
大
学
の
学
生
募
集

▽
募
集
学
生
＝
①
全
科
履
修
生

②
選
科
履
修
生
③
科
目
履
修
生
④

修
士
科
目
生
▽
願
書
受
け
付
け
＝

12
月
15
日
〜
平
成
15
年
２
月
28
日

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
放
送
大
学
東
京
足
立
学
習
セ

ン
タ
ー
�
０
３
―

５
２
４
４
―

２

７
６
０

窒素酸化物の
排出抑制にご協力を

冬は、空気がよどみやすく、1年の中で
最も大気汚染が発生しやすい季節です。自
動車の使用を自粛したり、家庭用暖房器
（燃焼方式）を適切な温度に設定するなど、
この時期に高濃度となる窒素酸化物の排出
抑制にご協力をお願いします。
□問県大気保全課�０４３－２２３－３８
０４

JA流山市が期限切れなどの農薬を回収
安全・安心な農作物を供給しようと、ＪＡ流山市は全農千
葉と連携し、既に販売済みの保管農薬の中で、使用期限切れ
や未使用、不要となった農薬の自主回収を行い、合計1,958.6キ
ログラムの農薬を回収・処理しました。これからも各種講習
会等を行い、農作物の生産段階での信頼確保に努めていきます。
□問ＪＡ流山市�７１５０－２２５５／農政課�７１５０－

６０８６

お 詫 び と 訂 正
本紙12月１日号２面「流山市の財政事情を公表」の記事

の数値に誤りがありました。お詫びして訂正します。本文
中の「395億9,294万2千円」を「375億9,294万2千円」、
｢14.2％」を｢8.4％」、「36億4,617万6千円」を「16億4,617万6
千円」に、一般会計歳入の収入済額「395億9,294万2千円」
を「375億9 ,294万2千円」に、収入割合「99 .0％」を
「94.0％」に、「歳入の内訳｣の円グラフの市税からその他ま
での割合「50.5％」を「53.2％」、「9.4％」を「9.8％」、
「5.6％」を「5.8％」、「2.6％」を「2.8％」、「10.0％」を
「10 .6％」、「21 .9％」を「17 .8％」に、その他の金額
「8,679,429千円」を「6,679,429千円」に訂正します。
□問財政課�７１５０－６０７１



【
事
例
】

「
下
水
管
の
掃
除
で
、
こ
の
あ

た
り
を
回
っ
て
い
ま
す
」
と
業
者

が
訪
ね
て
き
ま
し
た
。

「
ご
み
や
か
す
が
溜
ま
っ
て
い

る
の
で
、
清
掃
を
し
た
方
が
よ
い
。

高
圧
洗
浄
を
す
る
の
で
、
水
漏
れ

が
な
い
か
床
下
も
点
検
し
ま
す
」

と
言
う
の
で
お
願
い
し
ま
し
た
。

点
検
後
、「
床
下
の
柱
が
浮
い
て

い
る
。
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

地
震
で
潰
れ
る
。
金
具
で
補
強
し

な
い
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
」
と

補
強
工
事
を
勧
め
ら
れ
、
二
百
五

十
万
円
の
工
事
契
約
を
し
ま
し
た
。

工
事
終
了
後
、
今
度
は
屋
根
裏

の
点
検
に
来
て
、「
家
が
ね
じ
れ
て

い
る
。
こ
れ
で
は
、
い
つ
倒
れ
る

か
分
か
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
、
再

度
百
五
十
万
円
の
工
事
契
約
を
し

ま
し
た
。
年
金
生
活
を
し
て
い
る

の
に
、
次
々
と
高
額
な
契
約
を
し

た
こ
と
に
不
安
を
感
じ
、
近
所
の

建
設
会
社
に
相
談
し
、
家
を
見
て

も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、「
屋
根
裏
の
工

事
は
必
要
な
い
。
床
下
も
部
分
的

な
補
強
だ
け
で
よ
い
」
と
の
こ
と

で
し
た
。
不
要
な
工
事
は
キ
ャ
ン

セ
ル
し
、
既
に
終
わ
っ
た
工
事
は

減
額
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

屋
根
や
床
下
の
無
料
点
検
と
言

っ
た
り
、
下
水
管
の
掃
除
に
来
た

な
ど
と
言
っ
て
来
訪
し
、「
こ
の
ま

ま
で
は
、
大
変
な
こ
と
に
な
る
」

と
不
安
を
抱
か
せ
て
、
高
額
な
工

事
契
約
を
勧
め
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増

え
て
い
ま
す
。
特
に
高
齢
者
の
住

宅
は
、
建
築
後
あ
る
程
度
の
年
数

が
経
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
被
害

に
遭
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に

は
①
そ
の
場
で
す
ぐ
契
約
せ
ず

に
、
時
間
を
か
け
て
十
分
検
討
す

る
②
「
家
が
倒
壊
す
る
」
な
ど
と

言
わ
れ
て
も
、
鵜
呑
み
に
し
な
い
。

不
安
を
感
じ
た
時
は
、
信
頼
で
き

る
建
築
業
者
や
建
築
士
等
の
専
門

家
に
見
て
も
ら
う
③
契
約
す
る
時

は
、
複
数
の
会
社
か
ら
見
積
も
り

を
取
り
、
比
較
検
討
す
る
な
ど
の

注
意
が
必
要
で
す
。

今
回
の
ご
相
談
の
場
合
は
、
屋

根
裏
工
事
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
し
、

無
条
件
解
約
。
床
下
工
事
は
減
額

す
る
こ
と
で
双
方
、
合
意
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
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悪
質
な
点
検
商
法

前
ケ
崎
げ
ん
き
村
キ
ャ
ン
プ
場

の
す
ぐ
下
に
あ
る
湧
水
池
が
、
地

元
青
年
団
な
ど
の
協
力
に
よ
り
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
に
整
備
す
る
の
か
、

設
計
の
段
階
か
ら
青
年
団
と
市
で

意
見
交
換
を
行
い
準
備
を
進
め
、

湧
水
の
名
称
も
地
元
か
ら
の
提
案

に
よ
り
、
小
字
名
を
と
っ
た
「
前

ケ
崎
中
湧
水
（
ま
え
が
さ
き
な
か

ゆ
う
す
い
）」
と
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

作
業
当
日
は
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど

を
手
に
十
数
名
が
参
加
し
、
枯
木

の
伐
採
、
周
辺
の
ご
み
拾
い
、
水

に
つ
か
り
な
が
ら
の
杭
打
ち
な
ど
、

丸
一
日
が
か
り
で
湧
水
池
整
備
の

た
め
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
そ
し

て
最
後
に
、
青
年
団
長
の
須
藤
さ

ん
が
、「
前
ケ
崎
中
湧
水
」
と
書
か

れ
た
園
名
柱
を
設
置
し
て
作
業
が

終
了
し
ま
し
た
。

見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
っ

た
「
前
ケ
崎
中
湧
水
」。
今
後
は
、

水
生
植
物
や
ツ
ツ
ジ
の
植
栽
な
ど

も
計
画
さ
れ
て
お
り
、
四
季
折
々

の
美
し
い
姿
を
水
面
に
映
す
こ
と

で
し
ょ
う
。

□問
公
園
緑
地
課
�
７
１
５
０
―

６
０
９
２

湧水池整備に汗を流す皆さん　、き
れいに整備された前ケ崎中湧水

平成14年12月15日（日曜日） （８）第１０３２号

外国の方と気軽に交流しながら楽しめる
｢国際交流まつり（流山市国際交流協会主
催）｣が、11月16日に初石公民館で開催され
ました。
流山市青少年海外研修派遣者の福澤真依子
さんや市内在住の外国の方による国際交流体
験談の発表では、ミャンマー出身の恩田ワー
ワさんが日本で初めて地下鉄に乗り、家に帰
れるかどうか不安になった時の話や韓国出身
の金貞子さんの民族衣装の話などに参加者が熱心に耳を傾けていました。
午後の交歓会では、ネパール出身のサワン・ジョンさんによるシタール（ネパールの
楽器）の演奏、新疆ウイグル自治区出身のウメル・メメットさん、メメトニヤスさん、
ウリヤテイさんによるウイグル民族舞踊と楽器演奏、千葉葵連による阿波踊りが次々と
披露され会場を沸かせました。また、シタールの演奏では、参加者が舞台に上がり音楽
に合わせて自由に踊る光景も見られ、参加者全員が一体となってまつりを盛り上げました。
□問企画経営課内流山市国際交流協会事務局�７１５０－６０６４

「広報ながれやま」は 
古紙配合率100％再生紙を 
使用しています 
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市
民
の
オ
ア
シ
ス  

前
ケ
崎
中
湧
水 

地
元
青
年
団
ら
が
一
日
が
か
り
で
整
備 

ゲートボール場 

げんき村 
キャンプ場 

テニスコート 

前ケ崎 
自治会館 

東部中学校 

黒川幼稚園 

市民プール 
東小学校 

運転免許 
センター 

前ケ崎2号公園 

前ケ崎3号公園 

日本閣 

至松戸 

至柏 

JR常
磐線
 

前ケ崎 
城址公園 

芝崎小鳥の森 

案内図 

国
道
６
号 

シ
タ
ー
ル
の
演
奏
に
合
わ

せ
踊
る
参
加
者
の
皆
さ
ん

お
正
月
に
玄
関
な
ど
に
張
る

「
門
松
ふ
だ
」
を
、
今
月
十
八
日
か

ら
自
治
会
な
ど
を
通
じ
て
配
布
し

ま
す
。

ま
た
、
自
治
会
に
加
入
し
て
い

な
い
方
や
転
入
し
て
間
も
な
い
方

に
は
、
各
出
張
所
・
公
民
館
で
も

配
布
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
緑
化
推
進
事
業
の
一

環
と
し
て
、
毎
年
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。

□問
公
園
緑
地
課
�
７
１
５
０
―

６
０
９
２

お
正
月
の

門
松
ふ
だ
を

18
日
か
ら
配
布

平
成
14
年
度
教
育
功
労
者
表
彰
式

流
山
市
文
化
協
会
が

芸
術
・
文
化
の
部
で
受
賞
の
栄
に

県
内
の
教
育
行
政
、
芸
術
・
文

化
、
社
会
教
育
、
学
校
保
健
、
学

校
教
育
の
進
展
に
寄
与
し
た
団
体

等
の
功
績
を
た
た
え
る
、「
平
成
十

四
年
度
教
育
功
労
者
表
彰
式
（
千

葉
県
教
育
委
員
会
主
催
）」
が
十
一

月
一
日
、
千
葉
市
内
の
ホ
テ
ル
で

行
わ
れ
、
流
山
市
文
化
協
会
が
芸

術
・
文
化
の
部
で
受
賞
の
栄
に
輝

き
ま
し
た
。

同
協
会
は
昭
和
四
十
五
年
の
設

立
以
来
、
定
期
的
な
展
示
発
表
や

舞
台
発
表
な
ど
独
自
の
事
業
を
推

進
。
ま
た
、
近
隣
市
町
の
事
業
に

も
積
極
的
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
受
賞
は
、
同
協
会
の
長

年
の
活
動
が
県
内
文
化
団
体
の
模

範
と
し
て
、
本
県
の
芸
術
文
化
の

進
展
に
大
い
に
寄
与
し
た
と
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

文化協会会長米倉良子さん（右から
２番目）らが眉山市長に受賞を報告

東初石2丁目自治会館が完成
～自治会のコミュニティ活動の拠点に～
東初石２丁目自治会（鈴木

六郎会長・363世帯）の自治

会館（写真）が完成しました。
場所は、東初石２丁目96番地。

これまで自治会には専用の

集会施設がなかったため、県

コミュニティ施設整備事業補

助金や市補助金、自治会の積

立金をもとに建設されたもの

です。完成した自治会館は、木造２階建てで、総床面積は約168平方

メートル。１階には約46平方メートルの多目的集会室、２階には7.5

畳の和室（２室）を完備しています。

今後は、自治会内の集会や各種催しものなど、コミュニティ活動

の拠点として活用されます。

国際交流まつり 歌と踊りでコミュニケーション
～大きく広がれ国際交流の輪～


